
2024年度 研究費一覧

氏名 学部 研究テーマ

1 Broadbridge James 外国語学部 An investigation into Japanese students' note-taking skills in EMICLIL courses

2 髙橋舞 外国語学部 民衆思想にみるカタストロフィーの記憶継承技法の教育学的可能性

3 椿まゆみ 外国語学部 Graphic Organizersを用いたリテリングと英語語彙習得

4 赤松淳子 外国語学部 「妻の地位」をめぐる法と感情－18世紀イングランドにおける男性たちの実践

5 仲田知弘 外国語学部 文系大学のデータサイエンス教育における学習モデリングの構築

6 新井保裕 外国語学部 中国朝鮮族コミュニケーション行動の多様性に関する研究―移民、社会、「社会化」―

7 甲斐田きよみ 外国語学部 アフリカにおける女性のエンパワーメント支援の再考～世帯内意思決定と収入向上～

8 中島真澄  経営学部 不正表示の利益の裁量行動およびトーン・マネジメントの理論と実証研究

9 平田博紀 経営学部 創業期の資金調達における起業家の人的資本と投資家の評価に関する実証研究

10 吉田啓佑 経営学部 財務諸表不正を検出する深層学習モデルの研究

11 小林宏美  人間学部 外国につながる高校生のエンパワーメントにおける社会関係資本の影響に関する実証研究

12 寺島拓幸  人間学部 デジタル化社会における消費文化の変容に関する実証研究

13 須藤佐知子 人間学部 保育所看護職の実践力向上のための学習支援体制の構築

14 長野祐一郎 人間学部 重度知的障害者の感情状態把握システム構築とその普及

15 山崎幸子 人間学部 中高年ひきこもりを抱える親の実態把握：援助要請に視座した支援策の検討

16 石暁玲 人間学部 安心安全な家族環境の創出：家族間ズレ解消の視点からの虐待予防モデルの構築

17 横田素美 保健医療技術学部 200床未満病院の地域包括ケア病棟での在宅復帰に関する看護教育プログラムの開発

18 今井亮 保健医療技術学部 救急看護師の救急電話相談能力の強化を支援するシミュレーション教育プログラムの開発

19 渋谷寛美 保健医療技術学部 新人看護師の実践能力向上を支援する気管吸引用VR教材の開発

20 藤本和実 保健医療技術学部 赤血球は新規酸化ストレスマーカーとなり得るか

21 小松博義  保健医療技術学部 正準判別分析を用いたトランスクリプトミクスによる腫瘍分類システムの開発

22 坂元綾  保健医療技術学部 2型糖尿病患者の足病変予防のセルフモニタリング促進看護支援ガイドラインの開発

23 米澤純子  保健医療技術学部 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施における体制整備と評価指標モデルの開発

24 小檜山敦子  保健医療技術学部 「妊娠性貧血予防のための自己管理能力尺度」の開発

25 小島ひで子  保健医療技術学部 がん患者を親にもつ子どもへの医療者及び教員と連携したグリーフ支援モデルの開発

26 益子直紀 保健医療技術学部 PTG理論を応用したAYA世代小児がん経験者の対人関係満足度尺度の開発

27 藤谷克己 保健医療技術学部 多職種連携協働におけるリーダーシップ機能解明に関する実証的国際共同研究

28 正保哲 保健医療技術学部 冠動脈バイパス術後患者におけるレジスタンス運動中の動脈圧受容器反射感受性の変化

29 西方浩一 保健医療技術学部 医療的ケア児と家族の社会参加促進モデルの構築

30 國重雅史 保健医療技術学部 手先の不器用さを把持調整能力で解明できるか．自閉症スペクトラム障害者での検討

31 辻佐恵子 保健医療技術学部 子ども虐待ケアに携わる看護師のセルフマネジメントプログラムの開発と評価

32 渡辺昌子 保健医療技術学部 大学生の食生活リテラシー獲得を目指すソーシャルメディア活用型学習プログラムの開発

33 辻佐恵子 保健医療技術学部 被虐待児と家族にかかわる看護職のストレスマネジメント方略の検討

34 五十嵐達也 保健医療技術学部 脳卒中者における歩行能力の予後予測モデルの開発と標準化：多施設共同研究

35 恒吉僚子  外国語学研究科 アジアからの教育の独自モデル構築ー日本の教育モデルとの双方的対話を通して

36 高橋真理  看護学研究科 ベビーテックとWWWT日本版の夫婦対話型WEB周産期メンタルヘルス支援システム

37 高橋真理 看護学研究科 こころが通うベビーロボットの開発と体験的な感情への影響


